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コンプレ ックス なんか ふきとば してしまった

.
I
-
.
 

旧h
'
 

代にに

東京ガス主催の「陶芸コンク ール」では最桜秀此他、郵政省主催の「私のアイディア貯

金箱」では関東郵政局長'ii他を、 と、このところいつも上位に入＇i[している 。 I'見える見

えないは、関係ないです。それを、子供たちは分ってきています。周りの人たちも分って

くれたら、と思います』と、 美術主任の西村先生はおっしゃる。その延長上に、肌立美術

館での陶芸展がある。 ＂あれ を見て、感動した＂と いう惑想がどっさ り寄せられた。

玄閲を入ると、右にも左

にも正面にも棚や台があっ

て、30cmから50cmのド

ソとボリュームのある焼物

が目にとびこんでくる。



'79. 7 /1~22、千染y，［立文術館での陶芸展
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重複障害 の子供たちも作る
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『視覚障害と別の障害との重複は、とても大きい障害なのてす。本人自身が内

部に、表現すべきものを何も持っていないわけてはないのですが、それは、きわ

めて弱いのです。 したがって、それを外に表わして、形に していくのはとてもむ

ずか しい。作るものの変化、 進歩ということになると、それは遅々としたもので

す。それを、少しずつ引き出し、伸ばしていくこと は必要だけれと＇ 、本人自身の

テンボを無視して指導する者が手を加えて作品に仕上げることはしません。彼ら

の作ったものが、おだんごであっても、 ドーナツであっても、今現在の彼らの作

ったものを、そのままの形で作品とし、陶芸展にも出贔＼したのです。 』

こう話して、重複障害児の作品を見せて下さった西村陽平先生は、日本陶芸展

（毎日新聞社主催）で s.52年に前衛部門の外務大臣賞を受けた陶芸の第一人者

でもあるのでした。

写真協力西 村陽平

文 よしだあきこ
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後 記

日本の義務教育が完全に実施された昭和54年度も終りに近づいた。最近、盲学校で

は低学年はど璽複節害児の比率が高まり 、教育内容や方法の工夫が栢みかさねられて

いる。今まで学校教育の機会を持てなかったこれらの子供たちが、その発達にふさわ

しい適切な教育を受け られるということはすばらしいことである。

しかしながら、従来盲児や弱視児の教育にたずさわってきた盲学校に大きなとまど

いを与えた。特に、高等部における職業教育や卒業後の進路について、どうすればよ

いかという問姻を提起した。実質的には頂複節害児のための掟護学校に変容しつつあ

る中で、重複児でない盲児や弱視児の教育を小 ・中学校との交流で打開しようとする

気述もみられる。また、 三療の危機が叫ばれる中で、理療師の資質向上と関辿 して高

等部の職業教育の分離が検討されてもいる。

このような背景の下に、今回頂複節害児教育の現状と進路の問迎をとりあげた。今

後、授産施設など卒業後の生活を充実させるとともに、重複障害児の一生涯を見通し

て教育内容を再検討し、その方法を充実させることが問われているのである。

CK. y) 
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